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投稿論文チェックリスト

　（各項目を確認し，□にレを入れる）
□本論文と同主旨の論文を他誌に掲載あるいは投稿していない．
□倫理上の問題はない．
□原稿枚数，図表枚数は規定の通りである．
□表紙から通しでページ数が最上段右に記載されている．
□原稿（図表も含む）の大きさは，すべてA4用紙である．
□原稿は電子媒体と印刷された原稿1部がそろっている．
□文章は十分推敲されている．
□略語
　　　　□表題，論文要旨，英文抄録には略語を用いていない．
　　　　□本文中に1度しかでてこない用語に略語を用いていない．
　　　　□本文の略語の初出時には本文中にフルスペルで記載されている．
　　　　　（例）迷走神経切離術（迷切術）
　　　　　　　　　肝細胞癌（hepatocellular carcinoma; HCC）
　　　　　　　　　computed tomography（CT）
□文献
　　　　□文献は本文中に引用順に番号が付けられている．
　　　　□論文要旨や英文抄録のなかに文献番号は付いていない．
　　　　□文献の雑誌略名には正式のものが用いられている．
　　　　□文献は規定通り正しく記載されている．
　　　　　（例）1）日赤太郎，静岡次郎，追手三郎ほか．静岡赤十字病院
　　　　　　　　における危機管理の研究．日赤医療　2000；92(5)：192-197．
□写真
　　　　□写真は鮮明でに提示されている．
　　　　□写真に患者を特定できるような記載がない（氏名，IDなど）．
　　　　□顕微鏡写真には染色法と倍率が明記されている．
　　　　□電顕写真にはスケールを表示するバーが入っている．
□図表の説明は別紙になっている．

上記の点につき，すべて確認しました．
平成　　年　　月　　日　　　氏名　　　　　　　　　　　


